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RX210、RX21A、RX220 グループ 
DTCa による調歩同期式 SCIc 送受信 

要旨 
本アプリケーションノートでは、RX210、RX21A、RX220 グループのデータトランスファコントローラ(以

下、DTC)、シリアルコミュニケーションインタフェース(以下、SCI) を使用して、調歩同期式のシリアル送
受信を行う方法について説明します。 

 

対象デバイス 
RX210、RX21A、RX220 グループ 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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1. 仕様 
SCI を使用して調歩同期式のシリアル送受信を行います。 

送信データは、あらかじめ RAM の送信データ格納領域に設定しておき、DTC を使用して送信します。受
信データは、DTC を使用して RAM の受信データ格納領域に格納します。 

割り込み要求端子(IRQ1)の立ち下がりエッジを検出すると、シリアル送受信を開始します。 

 

• 転送速度 : 38400bps 
• データ長 : 8 ビット、LSB ファースト 
• ストップビット : 1 ビット 
• パリティ : なし 
• ハードウェアフロー制御 : なし 

 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1にブロック図を示します。 

 
表1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
SCIc チャネル 1 (以下、SCI1) 調歩同期式シリアル送受信 
DTCa (以下、DTC) SCI1 の受信データを RAM へ転送 

RAM の送信データを SCI1 へ転送 
IRQ1 シリアル送受信開始トリガ 
 
 

受信データ
格納領域

送信データ
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送信部

受信部
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図1.1 ブロック図 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 
表2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン R5F52108ADFP (RX210 グループ) 
動作周波数 • メインクロック: 20MHz 

• PLL: 100MHz (メインクロック 2 分周 10 逓倍) 
• システムクロック(ICLK): 50MHz (PLL 2 分周) 
• 周辺モジュールクロック B (PCLKB): 25MHz (PLL 4 分周) 

動作電圧 5.0V 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 

 High-performance Embedded Workshop Version 4.09.01 
C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 

 C/C++ Compiler Package for RX Family V.1.02 Release 01 
コンパイルオプション 

-cpu=rx200 -output=obj="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug - 
nologo 
 (統合開発環境のデフォルト設定を使用しています) 

iodefine.h のバージョン Version 1.2A 
エンディアン リトルエンディアン 
動作モード シングルチップモード 
プロセッサモード スーパバイザモード 
サンプルコードのバージョン Version 1.00 
使用ボード Renesas Starter Kit for RX210 (製品型名: R0K505210C000BE) 
 
 
 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。 

 
• RX210グループ 初期設定例 Rev.2.00（R01AN1002JJ） 
• RX21A グループ 初期設定例 Rev.1.10（R01AN1486JJ） 
• RX220 グループ 初期設定例 Rev.1.10（R01AN1494JJ） 
 
上記アプリケーションノートの初期設定関数を、本アプリケーションノートのサンプルコードで使用して

います。Rev は本アプリケーションノート作成時点のものです。 
 最新版がある場合、最新版に差し替えて使用してください。最新版はルネサスエレクトロニクスホームペー
ジで確認および入手してください。 
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4. ハードウェア説明 

4.1 ハードウェア構成例 
図 4.1に接続例を示します。 

TXD1

RX210グループ

RXD1

RXD

通信デバイス

TXD

IRQ1スイッチ入力

(SW入力)

 

図4.1 接続例 

 
 

4.2 使用端子一覧 
表 4.1に使用端子と機能を示します。 

使用端子は 100 ピン版の製品を想定しています。100 ピン版未満の製品を使用する場合は、使用する製品
に合わせて端子を選択してください。 

 
表4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
P31/IRQ1 入力 送受信開始 SW 入力 
P15/RXD1 入力 SCI1 の受信データ入力 
P16/TXD1 出力 SCI1 の送信データ出力 
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5. ソフトウェア説明 
本サンプルコードでは DTC を使用することにより、SCI1 送信/受信を自動的に処理します。送受信開始 SW

が押されると、SCI1 送信/受信を開始します。 

送信を許可すると TXI1 割り込み要求が発生し、これが DTC の起動要因になります。DTC によって、送信
データ格納領域のデータが、TDR レジスタに転送され、送信されます。 

受信が終了すると RXI1 割り込み要求が発生し、これが DTC の起動要因になります。DTC を使用して、受
信データを受信データ格納領域に転送します。 

送信データの転送が 256 回終わると、TXI1 割り込みが発生します。ここで TXI1 割り込みを禁止して TEI1
割り込みを許可します。 

受信データの転送が 256 回終わると、RXI1 割り込みが発生します。ここで SCI1 受信および RXI1 割り込
みを禁止して、受信終了フラグを“1”にします。 

256 バイトの送信が終了すると、TEI1 割り込みが発生します。ここで SCI1 送信および TEI1 割り込みを禁
止して、送信終了フラグを“1”にします。 

 

使用する周辺機能の設定を以下に示します。 

＜SCI1＞ 

• シリアル通信方式 : 調歩同期式 
• 転送速度 : 38400bps 
• クロックソース : PCLKB 
• データ長 : 8 ビット 
• ストップビット : 1 ビット 
• パリティ機能 : パリティなし 
• データ転送方向 : LSB ファースト 
• 割り込み : 受信エラー割り込み(ERI1)を許可 

 : 受信データフル割り込み(RXI1)を許可 
 : 送信データエンプティ割り込み(TXI1)を許可 
 : 送信終了割り込み(TEI1)を許可 

 
＜DTC＞ 

• 起動要因 : TXI1 および RXI1 割り込み要求 
• DTC アドレスモード : フルアドレスモード 
 
 [TXI1 割り込み要求による DTC 転送設定] 

• 転送モード : ノーマル転送モード 
• 転送元アドレッシングモード : 転送後 SAR レジスタをインクリメント 
• 転送元アドレス : RAM (送信データ格納領域の先頭アドレス) 
• 転送先アドレッシングモード : DAR レジスタはアドレス固定 
• 転送先アドレス : SCI1.TDR レジスタ 
• データ転送単位 : 8 ビット 
• 転送回数 : 256 回 
• チェーン転送 : 禁止 
• 割り込み : 指定されたデータ転送終了時、CPU への割り込みが発生 
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 [RXI1 割り込み要求による DTC 転送設定] 

• 転送モード : ノーマル転送モード 
• 転送元アドレッシングモード : SAR レジスタはアドレス固定 
• 転送元アドレス : SCI1.RDR レジスタ 
• 転送先アドレッシングモード : 転送後 DAR レジスタをインクリメント 
• 転送先アドレス : RAM (受信データ格納領域の先頭アドレス) 
• データ転送単位 : 8 ビット 
• 転送回数 : 256 回 
• チェーン転送 : 禁止 
• 割り込み : 指定されたデータ転送終了時、CPU への割り込みが発生 

 
＜IRQ1 入力端子＞ 

• 検出方法 : 立ち下がりエッジ 
• デジタルフィルタ : 無効 
• 割り込み : 使用しない 
 
 
 

5.1 動作概要 

5.1.1 送信動作 
(1) 初期設定 

初期設定後、送受信開始 SW 入力を待ちます。 
(2) 送受信開始 SW 入力の検出 

送受信開始 SW 入力を検出すると、IRQ1 割り込みの IR フラグを“0”にします。送信終了フラグと受

信終了フラグを判定して、送信/受信が終了していることを確認したら、送信終了フラグを“0”(送信

中)にします。DTC の転送元アドレス、転送回数を設定して、DTC 起動を許可にします。SCI1.SCR.TEIE、
TIE、RIE、TE、RE ビットを同時に“1”にして、送信/受信を許可します。SCI1.SCR.TIE ビットと TE
ビットを同時に“1”にすることで、TXI1 割り込みの IR フラグが“1”になります。 

(3) データ転送開始 
TXI1 割り込みを許可すると、DTC が起動して、TXI1 割り込みの IR フラグが“0”になります。RAM
の送信データ格納領域から SCI1.TDR レジスタに、1 バイト目の送信データが転送されます。 

(4) データ送信開始 
SCI1.TDR レジスタから SCI1.TSR レジスタにデータが転送されて、TXI1 割り込みの IR フラグが“1”
になり、TXD1 端子から 1 バイト目の送信データが出力されます。TXI1 割り込み要求により DTC が起

動して、2 バイト目の送信データが転送されます。 
(5) TXI1 割り込み 

256 回目のデータ転送が終了すると、CPU に TXI1 割り込み要求が受け付けられます。TXI1 割り込み処

理で、TXI1 割り込みを禁止して、TEI1 割り込みを許可します。 
(6) TEI1 割り込み 

256 バイト目の最終ビット送信時に SCI1.TDR レジスタが更新されていないので、TEI1 割り込み要求が

発生します。TEI1 割り込み処理で、送信を禁止して、TEI1 割り込みを禁止します。送信終了フラグを

“1”(送信終了)にします。 
再度、上記(2)から実行されます。 

 

図 5.1に送信動作のタイミング図を示します。 
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図5.1 送信動作のタイミング図 
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5.1.2 受信動作 
(1) 初期設定 

初期設定後、送受信開始 SW 入力を待ちます。 
(2) 送受信開始 SW 入力の検出 

送受信開始 SW 入力を検出すると、IRQ1 割り込みの IR フラグを“0”にします。送信終了フラグと受

信終了フラグを判定して、送信/受信が終了していることを確認したら、受信終了フラグを“0”(受信

中)にします。DTC の転送先アドレス、転送回数を設定して、DTC 起動を許可にします。SCI1.SCR.TEIE、
TIE、RIE、TE、RE ビットを同時に“1”にして送信/受信を許可し、RXI1 割り込みを許可します。 

(3) データ受信終了 
1 バイト目のデータ受信が終了すると、SCI1.RSR レジスタから SCI1.RDR レジスタにデータが転送さ

れて、RXI1 割り込みの IR フラグが“1”になります。 
(4) データ転送開始 

RXI1 割り込み要求により DTC が起動して、RXI1 割り込みの IR フラグが“0”になります。SCI1.RDR
レジスタから RAM の受信データ格納領域に、1 バイト目の受信データが転送されます。 

(5) RXI1 割り込み 
256 回目のデータ転送が終了すると、CPU に RXI1 割り込み要求が受け付けられます。RXI1 割り込み

処理で、受信を禁止して、RXI1 割り込みを禁止します。受信終了フラグを“1”(受信終了)にします。 
再度、上記(2)から実行されます。 

 
図 5.2に受信動作のタイミング図を示します。 
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図5.2 受信動作のタイミング図 
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＜システムに組み込む際の注意＞ 

本アプリケーションノートのサンプルコードを、実際のシステムに組み込んで使用する際、次のような現
象に注意してください。 

• 他の割り込みの処理等によって、本アプリケーションノートで使用している割り込みが長時間待たされ

ると、正しく動作しない場合があります。 
 
 

5.2 セクション構成 
表 5.1にサンプルコードで変更するセクション情報を示します。 

セクションの追加／変更および削除の方法は、最新の RX ファミリ C/C++コンパイラパッケージ ユーザー
ズマニュアルを参照してください。 

 
表5.1 サンプルコードで変更するセクション情報 

セクション名 変更 アドレス 内容 
DTC_SECTION 追加 0000 3000h DTC ベクタテーブル 
 
 

5.3 ファイル構成 
表 5.2にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイルは

除きます。 

 
表5.2 サンプルコードで使用するファイル 

ファイル名 概要 備考 
main.c メイン処理  
r_init_stop_module.c リセット後に動作している周辺機能の停止  
r_init_stop_module.h r_init_stop_module.c のヘッダファイル  
r_init_non_existent_port.c 存在しないポートの初期設定  
r_init_non_existent_port.h r_init_non_existent_port.c のヘッダファイル  
r_init_clock.c クロック初期設定  
r_init_clock.h r_init_clock.c のヘッダファイル  
 
 

5.4 オプション設定メモリ 
表 5.3にサンプルコードで使用するオプション設定メモリの状態を示します。必要に応じて、お客様のシス

テムに最適な値を設定してください。 

 
表5.3 サンプルコードで使用するオプション設定メモリ 

シンボル アドレス 設定値 内容 
OFS0 FFFF FF8Fh～FFFF FF8Ch FFFF FFFFh リセット後、IWDT は停止 

リセット後、WDT は停止 
OFS1 FFFF FF8Bh～FFFF FF88h FFFF FFFFh リセット後、電圧監視 0 リセット無効 

リセット後、HOCO 発振が無効 
MDES FFFF FF83h～FFFF FF80h FFFF FFFFh リトルエンディアン 
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5.5 定数一覧 
表 5.4にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 
表5.4 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
BUF_SIZE 256 送信/受信データ格納領域サイズ 
DTC_CNT BUF_SIZE DTC 転送回数 
 
 
 

5.6 構造体/共用体一覧 
図 5.3にサンプルコードで使用する構造体/共用体を示します。 

 

/* **** DTC転送情報 **** */
#pragma bit_order left /* ビットフィールドの並び順指定: 上位ビット側からメンバを割り付ける*/
#pragma unpack /* 構造体メンバの境界調整数指定: メンバの型でアライメントする */
struct st_dtc_full
{

union
{

unsigned long LONG;
struct
{

unsigned long MRA_MD :2;
unsigned long MRA_SZ :2;
unsigned long MRA_SM :2;
unsigned long           :2;
unsigned long MRB_CHNE :1;
unsigned long MRB_CHNS :1;
unsigned long MRB_DISEL :1;
unsigned long MRB_DTS :1;
unsigned long MRB_DM :2;
unsigned long           :2;
unsigned long           :16;

} BIT;
} MR;
void * SAR;

   void * DAR;
   struct

{
unsigned long CRA:16;
unsigned long CRB:16;

} CR;
};
#pragma packoption /* 構造体メンバの境界調整数指定の終了 */
#pragma bit_order /* ビットフィールドの並び順指定の終了 */  

図5.3 サンプルコードで使用する構造体/共用体 
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5.7 変数一覧 
表 5.5にグローバル変数を示します。 

 
表5.5 グローバル変数 

型 変数名 内容 使用関数 
unsigned char trn_end_flag 送信終了フラグ 

 0: 送信中 
 1: 送信終了 

main 
Excep_SCI1_TEI1 

unsigned char rcv_end_flag 受信終了フラグ 
 0: 受信中 
 1: 受信終了 

main 
Excep_SCI1_RXI1 

unsigned char trnbuf[BUF_SIZE] 送信データ格納領域 main 
dtc_init 
sci1_start 

unsigned char rcvbuf[BUF_SIZE] 受信データ格納領域 dtc_init 
sci1_start 

struct st_dtc_full dtc_info_rxi1 RXI1 の DTC 転送情報 dtc_init 
sci1_start 

struct st_dtc_full dtc_info_txi1 TXI1 の DTC 転送情報 dtc_init 
sci1_start 

void * dtc_vect_table[256] DTC ベクタテーブル dtc_init 
 
 
 

5.8 関数一覧 
表 5.6にサンプルコードで使用する関数を示します。 

 
表5.6 サンプルコードで使用する関数 

関数名 概要 
main メイン処理 
port_init ポート初期設定 
R_INIT_StopModule リセット後に動作している周辺機能の停止 
R_INIT_NonExistentPort 存在しないポートの初期設定 
R_INIT_Clock クロック初期設定 
peripheral_init 周辺機能初期設定 
sci1_init SCI1 初期設定 
dtc_init DTC 初期設定 
irq_init IRQ 初期設定 
sci1_start SCI1 送受信開始 
Excep_SCI1_RXI1 SCI1 受信データフル割り込み処理 
Excep_SCI1_TXI1 SCI1 送信データエンプティ割り込み処理 
Excep_SCI1_TEI1 SCI1 送信終了割り込み処理 
Excep_SCI1_ERI1 SCI1 受信エラー割り込み処理 
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5.9 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 
main 

概 要 メイン処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void main(void) 
説 明 初期設定後、送受信開始 SW 入力を検出すると、SCI1 送信/受信を開始します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
port_init 

概 要 ポート初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void port_init(void) 
説 明 ポートの初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
R_INIT_StopModule 

概 要 リセット後に動作している周辺機能の停止 
ヘッダ r_init_stop_module.h 
宣 言 void R_INIT_StopModule(void) 
説 明 モジュールストップ状態へ遷移する設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、モジュールストップ状態への遷移は行っていません。 

本関数の詳細は、各グループのアプリケーションノート「初期設定例」を参照してく

ださい。 
 
 
R_INIT_NonExistentPort 

概 要 存在しないポートの初期設定 
ヘッダ r_init_non_existent_port.h 
宣 言 void R_INIT_NonExistentPort(void) 
説 明 100 ピン未満の製品に対して、存在しないポートの端子に対応するポート方向レジス

タの初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、100 ピン版(PIN_SIZE=100)に設定しています。 

本関数をコールした後に、存在しないポートを含む PDR、PODR レジスタへバイト

単位で書き込む場合、存在しないポートの方向制御ビットには“1”、ポート出力デー

タ格納ビットには“0”を設定してください。 
本関数の詳細は、各グループのアプリケーションノート「初期設定例」を参照してく

ださい。 
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R_INIT_Clock 

概 要 クロック初期設定 
ヘッダ r_init_clock.h 
宣 言 void R_INIT_Clock(void) 
説 明 クロックの初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは、システムクロックを PLL とし、サブクロックを使用しない処

理を選択しています。 
本関数の詳細は、各グループのアプリケーションノート「初期設定例」を参照してく

ださい。 
 
 
peripheral_init 

概 要 周辺機能初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void peripheral_init(void) 
説 明 使用する周辺機能の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
sci1_init 

概 要 SCI1 初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void sci1_init(void) 
説 明 SCI1 の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
dtc_init 

概 要 DTC 初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void dtc_init(void) 
説 明 DTC の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
irq_init 

概 要 IRQ 初期設定 
ヘッダ なし 
宣 言 void irq_init(void) 
説 明 IRQ1 の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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sci1_start 

概 要 SCI1 送受信開始 
ヘッダ なし 
宣 言 void sci1_start(void) 
説 明 SCI1 送信/受信を開始します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
Excep_SCI1_RXI1 

概 要 SCI1 受信データフル割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void Excep_SCI1_RXI1(void) 
説 明 受信を禁止して、RXI1 割り込みを禁止します。受信終了フラグをセットします。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
Excep_SCI1_TXI1 

概 要 SCI1 送信データエンプティ割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void Excep_SCI1_TXI1(void) 
説 明 TXI1 割り込みを禁止して、TEI1 割り込みを許可します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
 
Excep_SCI1_TEI1 

概 要 SCI1 送信終了割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void Excep_SCI1_TEI1(void) 
説 明 送信を禁止して、TEI1 割り込みを禁止します。送信終了フラグをセットします。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
Excep_SCI1_ERI1 

概 要 SCI1 受信エラー割り込み処理 
ヘッダ なし 
宣 言 void Excep_SCI1_ERI1(void) 
説 明 SCI1 受信エラー処理を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
備 考 サンプルコードでは SCI1 受信エラー処理は行っていません。(無限ループ) 

必要に応じてプログラムを追加してください。 
 



RX210、RX21A、RX220 グループ DTCa による調歩同期式 SCIc 送受信 

R01AN1201JJ0101  Rev.1.01  Page 16 of 25 
2014.07.01  

 

5.10 フローチャート 

5.10.1 メイン処理 
図 5.4にメイン処理のフローチャートを示します。 

main

RAMに送信データを設定 trnbuf[0]～trnbuf[255] ← 00h～FFh

送信/受信終了フラグをセット
trn_end_flag ← 1 :送信終了
rcv_end_flag ← 1 :受信終了

送受信開始SW入力あり ?

Yes

No

SCI1送受信開始
sci1_start()

送信/受信終了を待つ trn_end_flagの読み出し :0: 送信中
:1: 送信終了

rcv_end_flagの読み出し :0: 受信中
:1: 受信終了

IR065レジスタの読み出し
　IRフラグ :0: IRQ1割り込み要求なし

:1: IRQ1割り込み要求あり

送信/受信終了フラグをクリア
trn_end_flag ← 0 :送信中
rcv_end_flag ← 0 :受信中

IRQ1割り込み要求をクリア
IR065レジスタ
　IRフラグ ← 0

周辺機能初期設定
peripheral_init()

マスカブル割り込み禁止 Iフラグ ← 0

マスカブル割り込み許可 Iフラグ ← 1

ポート初期設定
port_init()

クロック初期設定
R_INIT_Clock()

存在しないポートの

初期設定
R_INIT_NonExistentPort()

リセット後に動作している

周辺機能の停止
R_INIT_StopModule()

 

図5.4 メイン処理 
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5.10.2 ポート初期設定 
図 5.5にポート初期設定のフローチャートを示します。 

port_init

return

ポート方向を設定

ポートモードを設定

PORT1.PDRレジスタ
　B5ビット ← 0 :P15/RXD1: 入力
　B6ビット ← 1 :P16/TXD1: 出力
PORT3.PDRレジスタ
　B1ビット ← 0 :P31/IRQ1: 入力

PORT1.PMRレジスタ
　B5ビット ← 0 :P15/RXD1: 汎用入出力ポートとして使用
　B6ビット ← 0 :P16/TXD1: 汎用入出力ポートとして使用
PORT3.PMRレジスタ
　B1ビット ← 0 :P31/IRQ1: 汎用入出力ポートとして使用

ポート出力データを設定 PORT1.PODRレジスタ
　B6ビット ← 1 :P16/TXD1: High出力

 

図5.5 ポート初期設定 

 
 

5.10.3 周辺機能初期設定 
図 5.6に周辺機能初期設定のフローチャートを示します。 

peripheral_init

return

SCI1初期設定
sci1_init()

DTC初期設定
dtc_init()

IRQ初期設定
irq_init()

関連レジスタへの書き込み許可

モジュールストップ状態の解除

関連レジスタへの書き込み禁止

PRCRレジスタ ← A502h
PRC1ビット = 1

MSTPCRBレジスタ
　MSTPB30ビット ← 0 :SCI1モジュールストップ状態の解除

モジュールストップ状態の解除

PRCRレジスタ ← A500h
PRC1ビット = 0

MSTPCRAレジスタ
　MSTPA28ビット ← 0 :DTCモジュールストップ状態の解除

 

図5.6 周辺機能初期設定 
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5.10.4 SCI1 初期設定 
図 5.7にSCI1 初期設定のフローチャートを示します。 

sci1_init

return

IER1Bレジスタ

　IEN2ビット ← 0 :SCI1.ERI1割り込み要求禁止

　IEN3ビット ← 0 :SCI1.RXI1割り込み要求禁止
　IEN4ビット ← 0 :SCI1.TXI1割り込み要求禁止
　IEN5ビット ← 0 :SCI1.TEI1割り込み要求禁止

SCI1割り込み要求を禁止

SCI1.SCRレジスタ ← 00h
　TEIEビット = 0 :TEI割り込み要求を禁止
　REビット = 0 :シリアル受信動作を禁止
　TEビット = 0 :シリアル送信動作を禁止
　RIEビット = 0 :RXIおよびERI割り込み要求を禁止
　TIEビット = 0 :TXI割り込み要求を禁止

クロックを選択 SCI1.SCRレジスタ
　CKE[1:0]ビット ←00b :内蔵ボーレートジェネレータ

ビットレートを設定 SCI1.BRRレジスタ ← 19 :19.34 = (25MHz / (64×2^(-1)×38400bps) ) - 1

割り込み優先レベルを設定 IPR218レジスタ
　IPR[3:0]ビット ← 0001b :SCI1.RXI1, TXI1, TEI1割り込み優先レベル1

I/Oポート機能を設定 PWPRレジスタ
　B0WIビット ← 0 :PFSWEビットへの書き込み許可

PWPRレジスタ
　PFSWEビット ← 1 :PFSレジスタへの書き込み許可
P15PFSレジスタ ← 0Ah
　PSEL[3:0]ビット = 1010b :P15端子機能を選択: RXD1
P16PFSレジスタ ← 0Ah
　PSEL[3:0]ビット = 1010b :P16端子機能を選択: TXD1
PWPRレジスタ
　PFSWEビット ← 0 :PFSレジスタへの書き込み禁止

PWPRレジスタ
　B0WIビット ← 1 :PFSWEビットへの書き込み禁止
PORT1.PMRレジスタ
　B5ビット ← 1 :P15/RXD1: 周辺機能として使用

割り込み要求をクリア IR219レジスタ
　IRフラグ ← 0 :SCI1.RXI1割り込み要求なし
IR220レジスタ
　IRフラグ ← 0 :SCI1.TXI1割り込み要求なし

送信/受信フォーマットを設定 SCI1.SMRレジスタ ← 00h
　CKS[1:0]ビット = 00b :PCLKクロック
　MPビット = 0 :マルチプロセッサ通信機能を禁止
　STOPビット = 0 :1ストップビット
　PEビット = 0 :パリティなし
　CHRビット = 0 :データ長8ビットで送受信
　CMビット = 0 :調歩同期式モードで動作

SCI1.SCMRレジスタ ← F2h
　SMIFビット = 0 :シリアルコミュニケーションインタフェースモード
　SINVビット = 0 :TDRレジスタの内容をそのまま送信、

受信データをそのままRDRレジスタに格納
　SDIRビット = 0 :LSBファーストで送受信

SCI1.SEMRレジスタ ← 00h
　ABCSビット = 0 :基本クロック16サイクルの期間が1ビット期間の

転送レートになります
　NFENビット = 0 :RXDn入力信号のノイズ除去機能無効

送信/受信と割り込み要求を禁止

(注1)

注1. SCRレジスタに値を書き込んだ後、書き込んだ値が読めることを確認してください。  

図5.7 SCI1 初期設定 
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5.10.5 DTC 初期設定 
図 5.8にDTC 初期設定のフローチャートを示します。 

DTCCRレジスタ
RRSビット ← 0 : 転送情報リードスキップを行わない

dtc_init

return

転送情報リードスキップを禁止

DTCSTレジスタ ← 00h
DTCSTビット = 0 : DTCモジュール停止

DTCモジュール停止

DTCADMODレジスタ ← 00h
SHORTビット = 0 : フルアドレスモード

DTCアドレスモードを設定

RXI1 DTC転送情報を設定

TXI1 DTC転送情報を設定

DTCVBRレジスタ ← dtc_vect_tableのアドレスベースアドレスを設定

dtc_info_rxi1.MR.LONG ← 0000 0000h : “0”で初期化
dtc_info_rxi1.MR.BIT.MRA_MD ← 00b : ノーマル転送モード
dtc_info_rxi1.MR.BIT.MRA_SZ ← 00b : 8ビット(バイト)転送
dtc_info_rxi1.MR.BIT.MRA_SM ← 00b : SARレジスタはアドレス固定
dtc_info_rxi1.MR.BIT.MRB_CHNE ← 0 : チェーン転送禁止
dtc_info_rxi1.MR.BIT.MRB_DISEL ← 0 : 指定されたデータ転送終了時、

CPUへの割り込みが発生
dtc_info_rxi1.MR.BIT.MRB_DM ← 10b : 転送後、DARレジスタをインクリメント
dtc_info_rxi1.SAR ← SCI1.RDRレジスタのアドレス
dtc_info_rxi1.DAR ← rcvbufのアドレス
dtc_info_rxi1.CR.CRA← DTC_CNT : DTCの転送回数
dtc_info_rxi1.CR.CRB← 0000h : ノーマル転送では使用しません

dtc_info_txi1.MR.LONG ← 0000 0000h : “0”で初期化
dtc_info_txi1.MR.BIT.MRA_MD ← 00b : ノーマル転送モード
dtc_info_txi1.MR.BIT.MRA_SZ ← 00b : 8ビット(バイト)転送
dtc_info_txi1.MR.BIT.MRA_SM ← 10b : 転送後SARレジスタをインクリメント
dtc_info_txi1.MR.BIT.MRB_CHNE ← 0 : チェーン転送禁止
dtc_info_txi1.MR.BIT.MRB_DISEL ← 0 : 指定されたデータ転送終了時、

CPUへの割り込みが発生
dtc_info_txi1.MR.BIT.MRB_DM ← 00b : DARレジスタはアドレス固定
dtc_info_txi1.SAR ← trnbufのアドレス
dtc_info_txi1.DAR ← SCI1.TDRレジスタのアドレス
dtc_info_txi1.CR.CRA← DTC_CNT : DTCの転送回数
dtc_info_txi1.CR.CRB← 0000h : リピート転送では使用しません

dtc_vect_table[219] ← dtc_info_rxi1のアドレス
dtc_vect_table[220] ← dtc_info_txi1のアドレス

DTCベクタに
DTC転送情報のアドレスを設定

 

図5.8 DTC 初期設定 
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5.10.6 IRQ 初期設定 
図 5.9にIRQ 初期設定のフローチャートを示します。 

irq_init

return

IRQ1ポート設定

IRQ1割り込み要求を禁止
IER08レジスタ

IEN1ビット ← 0

IRQ1検出方法を設定

PWPRレジスタ
　B0WIビット ← 0 :PFSWEビットへの書き込み許可
PWPRレジスタ
　PFSWEビット ← 1 :PFSレジスタへの書き込み許可
P31PFSレジスタ
　ISELビット ← 1 :IRQ1入力端子として使用する
PWPRレジスタ
　PFSWEビット ← 0 :PFSレジスタへの書き込み禁止
PWPRレジスタ
　B0WIビット ← 1 :PFSWEビットへの書き込み禁止

IRQCR1レジスタ ← 04h
　IRQMD[1:0]ビット = 01b :立ち下がりエッジ

IRQ1割り込み要求をクリア
IR065レジスタ
　IRフラグ ← 0

 

図5.9 IRQ 初期設定 
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5.10.7 SCI1 送受信開始 
図 5.10にSCI1 送受信開始のフローチャートを示します。 

sci1_start

return

SCI1送信/受信開始
SCI1.SCRレジスタ ← SCI1.SCRレジスタ | F4h
　TEIEビット = 1 :TEI割り込み要求を許可
　REビット = 1 :シリアル受信動作を許可
　TEビット = 1 :シリアル送信動作を許可
　RIEビット = 1 :RXIおよびERI割り込み要求を許可
　TIEビット = 1 :TXI割り込み要求を許可

RXI1割り込み要求を許可
IER1Bレジスタ
　IEN3ビット ← 1 :SCI1.RXI1割り込み要求許可

TXI1割り込み要求を許可
IER1Bレジスタ
　IEN4ビット ← 1 :SCI1.TXI1割り込み要求許可

ERI1割り込み要求を許可
IER1Bレジスタ

　IEN2ビット ← 1 :SCI1.ERI1割り込み要求許可

PORT1.PMRレジスタ
　B6ビット ← 1 :P16/TXD1: 周辺機能として使用

I/Oポート機能を設定

DTCCRレジスタ
RRSビット ← 0 : 転送情報リードスキップを行わない

転送情報リードスキップを禁止

RXI1 DTC転送情報を再設定
dtc_info_rxi1.DAR ← rcvbufのアドレス
dtc_info_rxi1.CR.CRA← DTC_CNT

TXI1 DTC転送情報を再設定
dtc_info_txi1.SAR ← trnbufのアドレス
dtc_info_txi1.CR.CRA← DTC_CNT

DTCCRレジスタ
RRSビット ← 1 : ベクタ番号の一致時、転送情報リードスキップを行う

転送情報リードスキップを許可

DTCER219レジスタ
DTCEビット ← 1

DTCER220レジスタ
DTCEビット ← 1

RXI1およびTXI1割り込み要求
によるDTC起動を許可

DTCSTレジスタ ← 01h
DTCSTビット = 1 : DTCモジュール動作

DTCモジュール動作を設定

DTCSTレジスタ ← 00h
DTCSTビット = 0 : DTCモジュール停止

DTCモジュール停止を設定

 

図5.10 SCI1 送受信開始 
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5.10.8 SCI1 受信データフル割り込み処理 
図 5.11にSCI1 受信データフル割り込み処理のフローチャートを示します。 

Excep_SCI1_RXI1

return

RXI1割り込み要求を禁止

割り込み要求を禁止(注1)

RXI1割り込み要求をクリア

受信終了フラグをセット

IER1Bレジスタ
　IEN3ビット ← 0 :SCI1.RXI1割り込み要求禁止

SCI1.SCRレジスタ

　RIEビット ← 0 :RXIおよびERI割り込み要求を禁止

IR219レジスタ
　IRフラグ ← 0 :SCI1.RXI1割り込み要求なし

rcv_end_flag ← 1 :受信終了

シリアル受信動作を禁止(注1)
SCI1.SCRレジスタ

　REビット ← 0

ERI1割り込み要求を禁止
IER1Bレジスタ

　IEN2ビット ← 0 :SCI1.ERI1割り込み要求禁止

注1. RE、RIEビットに値を書き込んだ後、書き込んだ値が読めることを確認してください。  

図5.11 SCI1 受信データフル割り込み処理 

 
 

5.10.9 SCI1 送信データエンプティ割り込み処理 
図 5.12にSCI1 送信データエンプティ割り込み処理のフローチャートを示します。 

Excep_SCI1_TXI1

return

TXI1割り込み要求を禁止
IER1Bレジスタ
　IEN4ビット ← 0 :SCI1.TXI1割り込み要求禁止

TEI1割り込み要求を許可
IER1Bレジスタ
　IEN5ビット ← 1 :SCI1.TEI1割り込み要求許可

TXI1割り込み要求をクリア

SCI1.SCRレジスタ

　TIEビット ← 0 :TXI割り込み要求を禁止

IR220レジスタ
　IRフラグ ← 0 :SCI1.TXI1割り込み要求なし

割り込み要求を禁止(注1)

注1. TIEビットに値を書き込んだ後、書き込んだ値が読めることを確認してください。  

図5.12 SCI1 送信データエンプティ割り込み処理 
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5.10.10 SCI1 送信終了割り込み処理 
図 5.13にSCI1 送信終了割り込み処理のフローチャートを示します。 

Excep_SCI1_TEI1

return

TEI1割り込み要求を禁止
IER1Bレジスタ
　IEN5ビット ← 0 :SCI1.TEI1割り込み要求禁止

割り込み要求を禁止(注1)

注1. SCRレジスタに値を書き込んだ後、書き込んだ値が読めることを確認してください。

送信終了フラグをセット trn_end_flag ← 1 :送信終了

SCI1.SCRレジスタ ← SCI1.SCRレジスタ & 7Bh
　TEIEビット = 0 :TEI割り込み要求を禁止
　TIEビット = 0 :TXI割り込み要求を禁止

PORT1.PMRレジスタ
　B6ビット ← 0 :P16/TXD1: 汎用入出力ポートとして使用

I/Oポート機能を設定

割り込み要求発生元の
確認

IRフラグ確認

IR = 0

IR = 1
IR221レジスタの読み出し
　IRフラグ :0: 割り込み要求なし

:1: 割り込み要求あり

割り込み要求なし

割り込み要求あり
SCI1.SCRレジスタの読み出し
　TEIEビット :0: TEI割り込み要求を禁止

:1: TEI割り込み要求を許可
SCI1.SSRレジスタの読み出し
　TENDフラグ :0: キャラクタを送信中

:1: キャラクタを送信終了

シリアル送信動作を禁止(注1)
SCI1.SCRレジスタ

　TEビット ← 0

 

図5.13 SCI1 送信終了割り込み処理 

 
 

5.10.11 SCI1 受信エラー割り込み処理 
図 5.14にSCI1 受信エラー割り込み処理のフローチャートを示します。 

Excep_SCI1_ERI1

return

SCI1受信エラー処理
サンプルコードでは、SCI1受信エラー処理は行っていません。(無限ループ)
必要に応じてプログラムを追加してください。

 

図5.14 SCI1 受信エラー割り込み処理 
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6. RX21A、RX220 グループ 初期設定例 アプリケーションノートとの組み合わせ方 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、RX210グループで動作することを確認しています。RX21A

グループや RX220 グループで動作させるには、それぞれの初期設定例のアプリケーションノートと組み合
わせてください。 

手順は、初期設定例のアプリケーションノート 「5. RX210 グループのアプリケーションノートを RX21A 
グループに適用する方法」、「4. RX210 グループのアプリケーションノートを RX220 グループに適用する
方法」を参照ください。 

 

注：RX21A では、SCI0、12 は存在しません。SCI1、5、6、8、9 を使用してください。 
    RX220 では、SCI0、8、12 は存在しません。SCI1、5、6、9 を使用してください。 
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7. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 
 

8. 参考ドキュメント 
• ユーザーズマニュアル：ハードウェア 

RX210グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.50（R01UH0037JJ） 
RX21A グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.00（R01UH0251JJ） 
RX220 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.10（R01UH0292JJ） 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
• テクニカルアップデート／テクニカルニュース 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
 
• ユーザーズマニュアル：開発環境 

RX ファミリ C/C++コンパイラパッケージ V.1.01 ユーザーズマニュアル Rev.1.00（R20UT0570JJ） 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
 
 

ホームページとサポート窓口 
• ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com 
 
• お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/


 

 

改訂記録 
RX210、RX21A、RX220 グループ  

DTCa による調歩同期式 SCIc 送受信 
 

Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
1.00 2013.03.01 — 初版発行 
1.01 2014.07.01 1 対象デバイスに RX21A、RX220 グループを追加 

  4 関連アプリケーションノートに RX21A、RX220 グループ 初期設定例

のアプリケーションノートを追加 
  13、14 参照するアプリケーションノートを各グループのアプリケーション

ノート初期設定例に変更 
  24 RX21A、RX220 グループ 初期設定例と組み合わせる方法の参照先を追

加 
  25 参考ドキュメントに RX21A、RX220 グループのユーザーズマニュアル

を追加 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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